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職団体や同業者集団（Ordini e Collegi professionali）の特別な機能と関連づ
けられる。医専門職の団体（Ordine, 以下「医師会」）が法律によって正式に
認可されたのは 1910 年であるが，医師職業義務規程（Codice di Deontologia 
Medica）は法律の制定に先立つ 1900 年に起草されている。イタリア医師会





規程は 1996 年に全面改正され，その後 2006 年にも大幅に改訂された *3。























































扱い（38 条），臓器・組織・細胞移植（40，41 条），生殖補助医療（44 条），
遺伝子治療（45 条），出生前診断（46 条），個人データのプライバシー保護（11，
12 条），未登録薬剤の処方（13 条），保健医療広告（54，55，56，57 条），年
少者など脆弱者に対する特別な配慮義務（32 条），患者の家族の理不尽な要求
への対応（37 条），脆弱者に対する臨床実験の制限（48 条），同業者によるコ














































































































































































－215 （     ）－
イタリア医師会全国連盟（FNOMCeO）
「医師職業義務規程」（2014）
Federazione Nazionale degli Ordini dei Medici Chirurghi e degli 
Odontoiatri　





















－216 （     ）－
――に対し，規程に反する行為を課するおそれのある発議をすべて通知する。

















§ 4  専門職の自由と独立。医師の自律と責任
医専門職の行使は，自由，独立，自律および責任の原則に基づく。
医師は，自己の専門職活動を，いかなる性質の利害，強制あるいは条件にも
服することなく，専門職の職業義務 (deontologia professionale) の諸原則と諸
規則から導く。
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第 3 章　被支援者との関係 *11















































































































－227 （     ）－
§ 34　第三者に対する情報提供とコミュニケーション
第三者への情報提供は，本人または他者の健康または生命が重大な危険にあ























－228 （     ）－
必要と思われる処置に反対している場合は，所轄当局に通知し，いずれにせよ
不可欠かつ遅延しえないと思われるケアを適当な時期に実施する。






















しつつ，疼痛治療（terapia del dolore）と緩和ケア（cura palliative）を継続する。
452























－230 （     ）－


































第 7 章　研究および実験 * 14














じた適合する情報（contestuale e idonea informazione）に従属する。
医師は，徴用される主体に対して，いつでも実験を中断する同人の権利
455








§ 49　臨床実験（Sperimentazione clinica） 
医師は健常ボランティアまたは病者に対して，その安全性と合理的有効性（il 


























§ 54　フリーランス専門職（Esercizio libero professionale），謝礼と民事責
任の保護



































































































































































































－241 （     ）－











































第 16 章  増強および美容医学








































































提出年月日：2016 年 9 月 30 日
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－246 （     ）－
* １　M. Barni, Codici Deontologici, Parte medica, in: Sgreccia, Elio e Tarantino, 
Antonio(direzione di), Enciclopedia di Bioetica e Scienza giuridica, Edizioni Scienza 
Italiane, 2010, pp. 239-240.
* ２　Cf. M. Tavani et al., Manuale di Deontologia Medica, Giuffré Ed., 2007, pp. 29-35, 53-








* ４　新規程の簡潔な解説として，Il nuovo Codice di Deontologia Medica. Cosa cambia 







* ７  エリオ・スグレッチャ（拙訳）『人格主義生命倫理学総論』（知泉書館，2015年）参照。












される（§ 35, 37, 38, 39）。
*14　臨床実験の要件が従来よりも厳格化されている点に注目される（§ 48, 49, 50）。
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